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は じ め に
　2022年（令和 4年）5月 21日（土）に「眼科 ONLINE 
SESSION for NEXT GENERATION 2022」と題する
Webセミナーを開催しました．このセミナーは，日
本眼科学会，日本眼科医会，日本眼科医療機器協会，
日本眼科用剤協会，日本コンタクトレンズ協会が参画
する日本眼科啓発会議によるもので，初期研修医・医
学生に眼科の重要性や先進性を啓発することを目的と
しています．2012年から 2019年まで毎年夏（あるいは

春）に実施した眼科キャンプに続き，昨年よりWeb開
催とし，今回が 2回目となります．東京駅に近い東京
証券会館 9階の 2室をスタジオ化してライブ配信しま
した．

聴講申し込み
　1月より日本眼科学会ホームページで開催を告知
し，2月より聴講申し込みの受付を開始，3月にポス
ター（図 1）とチラシを全国の関係機関（基幹研修施設

戦略企画会議から

ONLINE SESSION for NEXT GENERATION 2022 のご報告

図　1　ポスター．
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110施設，一般研修施設 854施設，各都道府県眼科医
会）に配布しました．昨年に比べて今年は開催が 1か
月早く，学生の春休みや初期研修医の異動時期に広報

することとなり，当初は申し込み数が伸びませんでし
た．日本眼科学会総会でもポスターやチラシ，講演幕
間のスライドで告知を行いました．
　最終的な聴講申し込み者は合計 281名であり，内訳
は医学部 5年生が 61名（22％），6年生 51名（18％），
研修医 1年目 78名（28％），2年目 91名（32％）と，全
体の 60％が卒後臨床研修医でした（図 2）．申込者の所
属施設は全国各地に及んでおり，特段の偏りはありま
せんでした．申し込み者には手術 3D映像を見るため
の VRゴーグルあるいは VRメガネを 4月より送付し
ました．

プログラムおよび進行
　総合司会は昨年と同様，プロナレーターの太田かお
りさん，ナビゲーターを外園が務めました．スタジオ
2室うち 1室は講演用，もう 1室ではWebの利点を生

図　3　配信スタジオ．

図　2　聴講申し込み者の内訳．
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図　4　配信映像の一部．

図　5　スタジオからの配信映像．
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かし，セミナー中に届く聴講者からの質問に待機する
眼科医が回答しました（図 3）．
　まず大野京子先生，大鹿哲郎先生，高橋政代先生が
各テーマ（下記）を講演し，次に VRゴーグル/メガネ
を装着して信州大学附属病院の診察室，手術室や医局
を全方向（360度）で見ていただきました．続いて，瓶
井資弘先生による手術の 3D映像を解説付きで配信し
ました（図 4）．
　「世界の研究室から」では留学中の 2名の先生方よ
り，それぞれハワイ，カナダの留学生活を動画もいれ
て紹介いただきました．
　最後のセッション「オンライン Q & Aクロストー
ク」では　北澤耕司先生と五十嵐多恵先生の司会によ
り，全講演者への質疑応答を行いました（図 5）．

Program‒1
アメリカで人気ナンバーワン！　君も眼科医になって
みないか？
　　　大野　京子（東京医科歯科大学）
Program‒2
眼科の未来と AI
　　　大鹿　哲郎（筑波大学）
Program‒3
治らない病気の治療を作る～再生医療
　　　高橋　政代（ 神戸アイセンター病院/㈱ビジョン

ケア）
Program‒4
眼科医の現場・病院訪問 360°WaiWaiレポート

（YouTubeにて 3D映像配信）
　　　 平野　隆雄/増尾　史織/中村麻里恵/武川　修

治（信州大学）

表　アンケート結果の一部

Q3‒1．眼科に興味を持つきっかけになったのは何ですか？

医学生 研修医 計

肉親や知人の勧め 32 38.1％ 33 40.7％ 65 39.4％

クリクラ 32 38.1％ 22 27.2％ 54 32.7％

講義 10 11.9％  5  6.2％ 15  9.1％

初期研修  1  1.2％ 17 21.0％ 18 10.9％

その他  9 10.7％  4  4.9％ 13 7.9％

Q3‒4．自分の進む科を選定する基準は何ですか？

医学生 研修医 計

自分に向いているかどうか 37 44.0％ 48 59.3％ 85 51.5％

生活環境（プライベートの充実） 13 15.5％  7  8.6％ 20 12.1％

学問としての興味 18 21.4％ 13 16.0％ 31 18.8％

仕事のやりがい 11 13.1％ 12 14.8％ 23 13.9％

収入が多いこと  0  0.0％  1  1.2％  1  0.6％

先輩に憧れて  0  0.0％  0  0.0％  0  0.0％

親の意向に従うこと  1  1.2％  0  0.0％  1  0.6％

その他  4  4.8％  0  0.0％  4  2.4％

Q4‒2．本セミナー全体の感想をお聞かせください．

医学生 研修医 計

とても良かった 62 73.8％ 50 61.7％ 112　 67.9％

良かった 19 22.6％ 27 33.3％ 46 27.9％

どちらとも言えない  2  2.4％  4  4.9％  6  3.6％

良くなかった  1  1.2％  0  0.0％  1  0.6％

全く良くなかった  0  0.0％  0  0.0％  0  0.0％
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Program‒5
光を取り戻す手術をしてみないか？　

（YouTubeにて 3D映像配信）
　　　瓶井　資弘（愛知医科大学）
Program‒6
世界の研究室から
　　　藤本　聡子（ 大阪大学/University of Hawaii, 

Hawaii Macula and Retina Insti-
tute）

　　　畑　　匡侑（ 京都大学/モントリオール大学生化
学教室）

Program‒7
オンライン Q & Aクロストーク
～眼科は自らの人生を賭けるに値するテーマだ！～
全講演者に Q & A

司　会：太田かおり（総合司会）
　　　　北澤　耕司（京都府立医科大学）（Program‒7）
　　　　五十嵐多恵（東京医科歯科大学）（Program‒7）

ナビゲーター：外園　千恵（京都府立医科大学）
Q & Aオンライン回答：平野　隆雄/増尾　史織/中村
麻里恵/武川　修治（信州大学），北澤　耕司（京都府立
医科大学），五十嵐多恵（東京医科歯科大学）

感想ならびに反響
　番組配信中（約 2時間）の最大視聴者数は，関係者を
含め 359名でした．再配信（当日 18時から）は 60名，
再々配信（5月28日20時から）は34名が視聴しました．
　アンケート結果は好評で，眼科診療や研究，留学に
興味を持つ学生，臨床研修医が参加し，満足いただけ
たように思われます（表）．

　最後になりましたが，コロナ禍のロケと当日の質疑
応答にご協力くださった信州大学の皆様，講演および
司会の先生方，かなりの時差があるなかを生出演いた
だいた留学中の先生方，企画と運営にご協力いただい
たフィールドワンプロモーションの皆様に感謝申し上
げます．

日本眼科学会戦略企画会議第四委員会「政策提言活動と啓発活動」
副委員長　外園　千恵


